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I はじめに

医療 ・看護 を取 り巻 く環境の変化は激 しく、看護管理者 に求 め られ る役割 と責任は重要で

あ りかつ重大である。今後、ます ます高まるであろ う看護管理者 に対する期待に応 えられる

人材の育成 は重要である。本研究では、看護管理者 のキャ リアを形成す る 「経験か らの学習」

に焦点をあて、そ の構造 とプ ロセスを明 らかに し、看護 管理者 の人材開発 に寄与す ることを

目的 とす る。

II 研究方法 と対象

先駆的な看護管理の実践者を対象 に、研 究者が作成 したイ ンタ ビューガイ ドを用い、半構

成的面接 を実施 した。分析 はグラウンデ ッド・セオ リー ・アプローチの分析手法を参考 に、

質的帰納的に行 なった。カテ ゴリー化にあたっては、指導教官のスーパーバイズを受 けた。

III 結 果

分析の結果、看護管理者 の 「経験か らの学習」は7つ のカテ ゴ リーか ら構成 され、次の よ

うなプ ロセスを形成 していた。すなわち、ある学習のた めの 【きっかけとなる出来事】 とそ

れ と同時 に発生す る当事者 の 【学習 に向かわせ る心理的反応 】によって、"学 習につながる経

験"が 形成 され、【学習に向かわせ る心理的反応】が学習への起爆剤 とな り、【学習 に向か う

態度 ・姿勢】につ ながっていた。【学習に向か う態度 ・姿勢】は、導火線の役割を担 うことで

【学習の機会】へ とつながっていた。 この過程において 【学習 をアシス トす る他者の働 きか

け】が作用 し、学習は促進 された り深 められた りしていた。そ してその結果、【学習 された内

容】 と 【学習 された内容に基づ く行為】が生み出 され ていた。研究協力者 によって語 られた

現在の看護管理実践に影響 した過去 の経験には、新人時代や基礎教育時代の経験 も含まれた

が、一番多かったのは師長時代の経験であった。

IV 考 察

看護管理者の 「経験からの学習」において、経験が学習に転換 され るためには 【学習 に向

かわせ る心理的反応】 と 【学習に向か う態度 ・姿勢】、【学習の機会】が重要な意味を持 ち、

特に経験を当事者 の脳裏にイ ンパ ク トある経験 として印象づけるための感情や気持ちな どの

感覚的反応が強 く作用 していると考えられた。

看護管理者 の学習につながる経験 として、師長時代 の経験は重要であ り、看護 部門長 のキ

ャ リアにとって布石 となっている可能性が考え られた。師長時代 にどのような経験を し、そ

こから何を学習 したかによってその後の看護管理者 としてのあ り方に影響す ると考え られた。

そのため師長時代の経験を学習につなげる事が必要であ り、そのためには師長 自身がネ ッ ト

ワークを構築 し仲間同士で看護管理実践について語 り合 う場を設 ける事や、上司である看護

部門長等が、師長 の看護管理実践を支援 し見守 りなが ら、看護 師長 として初めての経験をし

てい る時や試練 となる経験 を している時等に、声をかけ省察や洞察を促がす ことが有効であ

ると考え られた。


